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改善策・
今後の方向性

・生涯学習講座やイベント等の実施にあたり、これまでニーズ調査が十分で
はなかった。年齢や属性によって求める学習内容が異なると考えられるの
で、今後、既存事業の見直しや新規事業を実施する際には、対象者のニー
ズの把握を行っていく。

・誰一人取り残さず、誰もが生涯に渡り学び続けることができ、学んだ成果
を地域へ還元することができる仕組みを整備していく。

具体的内容

・社会教育委員への意見聴取、各種講座やイベントの参加者へのアンケー
トなどを通して、学習ニーズの把握を行う。

・コロナ禍でオンライン開催の講座やイベントが増えているため、オンライン
参加の仕方を学ぶ講座や、高齢者向けのスマホの使い方講座などを開催
する。

・「市民大学」の実施にあたっては、ニーズ調査をもとにテーマを絞り、グ
ローバルな視野を持ちつつ、身近な課題の解決につなげていけるような
コースや講座内容を設定する。

・単に何かを学ぶことを目的とするのではなく、学んだ成果を活かせる場を
初めから設定した講座を実施する。

・のびのび興譲館やはつらつ鶴寿大学などの既存事業の中に、SDGsにつ
いての理解を深めるための内容を取り入れる。
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